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onale des Chemins de Fer 国際鉄道連合)の形状にしている。

(5) 継目板の設計に有利なように，腹高を大きくしている。 (6)

継目部の破端防止と耐腐食性を考えて，組厚を大きくしている。

(7) 上下首都の曲率半径を大きくして， 集中応力の軽減をはか

っている等の特色をもっ ている。

401" レールについても，また 50N レー ルと同僚に考えられて

おり，これは 37kg レールが敷設されていたところに，そのま

ま代りとして用いることができるように設計されている。いま

これらレールの諸元について比較すると別表のようになる。

J目〈ごレ| 単位いS50 IASCE3'イASCE30! 50N I 40N 
全高 1 mm ド44.46 1122.24 1107.95 1 153 . ∞ | ωω 
底錨 I mm 川27. ∞ 122.24 I 107.95 I 127. ∞ I 122 ∞ 

頭部幅 I mm I 67.87 i 62.71 I 60.33 I 65 ∞ 64. ∞ 

頭部商 I mm I 46.04 I 36. 12 I 30.95 I 49.00 I 41. 00 

腹部厚 I rnrn I 14.29 I 13.49 I 12.30 I 15 ∞ I 14. ∞ 

断面積 I cm' I 64.3 I 47.3 I 38.3 64.3 I 52.2 

重量 I~ml ~~I ~.~I ~æl ~~I ~~ 
断面 2 次モー___. I , '7A(¥ < nr:f'I C!t'¥C' I , nc:n I I cm' I 1, 740 i 952 606 I 1, 960 1, 378 ント(エメ) I cm' I 1, 14V I ~，< OVO I 1, ~OV I 

竺-ih三ヒ±斗三竺_1. 227 I _2521 ~J_ 230 
(大西埠)

エムエムダッシュユニットほうしき MM'ユニット方

式 従来の電動車は l 車 1 車が独立したものであるが，電車の

高性能化が要求されるにつれて ， 経済的にも有利な 2 両を一つ

の単位(ユニット)とした電動車が誕生した。この電車は I 個の

制御器で 2 両の電動車を制御するもので， MM' ユユット方式の

電車と L 、う。

国鉄では昭和 32 年の 101 系電車から採用し，現在新製の電車

は，すべてこの方式のものである。

この電車は経済的ばかりでなく，発電プレーキの実用化が比

較的容易である等の利点はあるが， 反面，制御旅の故障の場合

に 2 雨の電動車の働きが失われるほか， 常に 2 両単位で行動し

なければならないため，比較的編成の長い場合には有利である

が，編成の短い電車に対しては車両運用ともあわせて多少の問

題はある。(小林喜幹)

エレクトロ・ルミネセンスばん エレクトロ・ルミネ

センス板 EL板またはキ電子発光板とも呼ばれている。エ レ

クトロ・ルミネセンス (electro luminesence) とは， 電界をかけ

て直接けい光体を発光させる現象をいう。

この現象が発見されたのは 1923 年であるが， 1949 年ごろか

らアメリカおよび日本で照明光源に応用しようとする研究が行

なわれてきた。 EL 板は従来の白熱燈が点光源であり ，けい光

燈が線光源であるのに対して面光源であると いう ことができる。
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EL 板の構造
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EL 板の一般的構造としては，図のように樹脂形(誘電体に

樹脂を使用)とホーロー形(誘電体にホー ロ ー物質を使用)とが

ある。発光する部分は，硫化亜鉛 (ZnS) ・セ レン化亜鉛 (ZnSe)

等を入れた，けい光体を誘電体中に埋込み分散させたり，蒸着

したりしたもので，活性剤の相違によ っ℃発光色が青 ・ 緑 ・ 黄 ・

だいだい・赤・白となる。 EL 板の明るさは， 加圧する電源の周

波数および電界の強さに関係があり，したがって誘電体の誘電

率が高く，また電源電圧・周波数が高いほど明るさは桶加する

が，発光体層が簿いほど良いとし、う条件と相反して限度がある。

国鉄車両に対する EL 板の応用としては，面光源の表面に，

文字が書いてあるマスクを置いた運転台計器・旅客車出入台等

級表示板・寝室番号札・編成順位札および蒸気機関車水位計の

裏側において水耐を透観するようにしたもの等がある。使用電

源は旅客車の場合は， AC 200V , 60c/s で，蒸気機関車は DC32V

をトラ ンジスタイ yパ-"により AC 200V , 250c/s として用い

ている。

明るさの単位は rLx ( ラドルックス)で，単位面積当りから発

散する光束数で表わし，初 lPlのものは 5- 10rLx であったが，

最近のものは 25-30 rLx とな ってい る。 (内田 昇)

えんけいしわけそうち 円形仕駅装置 主として駅にお

ける手小荷物の仕訳作業に用いられるもので，従来一般に直線

的なコンベヤを使用し，荷物をコンベヤとから償引きして仕訳

しているが， 長大な仕訳而績を必要とすること，横引きを失す

ると荷物が終点に山積みすること等の問題があった。これらを

解決するために，この442慨が開発された。

1 装位の概要

この装置は，床lliï両さ約 60cm の所に表面鋼板張りの回転テ

ープル(内径 10m，外径 12.4m，幅1. 2m) を設置し， 2 箇所の

駆動装置により テーブルを静かに回し，シュートによ っ てテー

円形手小荷物仕訳装置

主要闘能
輸送能力(楠組荷量)
輸 送 物
輸 送物置蝿
テ ー プル向転 i車度
" [回転置
電動慨
減速機

38年度試作機完成

駆動部

1同句1m
小荷物
駐k 40培/T

3伽n /min- 6m/min 
0.83 rpm -0. 1師rpm
V.Sモータ 3. 7kw 1. 2帥叩m 2帥v 50c/s 
サイ ク ロ i浪速機妬

39年 1 月末
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